
年間授業計画　様式例

高等学校 （１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ E 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：
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・指導事項：音価と音の高さの読
み方、音楽記号の使用方法など
・教材：プリント、各種楽曲、ア
プリ「flat」
・一人１台端末の活用
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２
学
期

A 歌唱実技
【知識及び技能】
　発声の基礎知識を身につける
【思考力、判断力、表現力等】
　表現意図を持って演奏できるよう
にする
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に歌唱練習に取組む態度を養
う

・指導事項：発声と歌唱方法の基
礎知識と実践
・教材：群青、歩いて帰ろう、カ
ンツォーネなど
・

〇

〇

C 鑑賞
【知識及び技能】
　オペラについて理解を深める
【思考力、判断力、表現力等】
　鑑賞を通して感じたことを言語化
できるようにする
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に興味を持ち、芸術に親し
む心を養う

・指導事項：オペラ史について、
「ジャンニ・スキッキ」について
の鑑賞
・教材：プリント、「ジャンニ・
スッキッキ」

〇

C　リズム創作
【知識及び技能】
　創作したリズムを楽譜で表現でき
るようになる。
【思考力、判断力、表現力等】
　メロディーに合わせた様々なリズ
ムを表現できるようになる
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的に学習に取組む態度を養う

・指導事項：音楽に合わせてリズ
ムを創作させ、演奏させる
・教材：プリント、各種楽曲、ア
プリ「flat」
・一人１台端末の活用

C 楽典基礎
【知識及び技能】
　創意工夫を生かした表現をするた
めに必要な奏法
　
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的に学習に取組む態度を養う

〇 〇 〇
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A 歌唱実技
【知識及び技能】
　発声の基礎知識を身につける
【思考力、判断力、表現力等】
　表現意図を持って演奏できるよう
にする
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に歌唱練習に取組む態度を養
う

・指導事項：発声と歌唱方法の基
礎知識と実践
・教材：校歌、翼をください、少
年時代、オーウォーリーウォー
リー、風になる、プリント
・

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

B　器楽実技
【知識及び技能】
　ウクレレの演奏方法の習得
【思考力、判断力、表現力等】
　音色の美しさを感じんながら演奏
できるようにする
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に練習に取組む態度を養う

・指導事項：ウクレレに関する基
礎知識と演奏方法の基礎知識と実
践
・教材：プリント、エーデルワイ
ス、風になる
・

〇

C 楽典基礎
【知識及び技能】
　読譜の基礎力を確認する
　
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的に学習に取組む態度を養う

・指導事項：音価と音の高さの読
み方、音楽記号の使用方法など
・教材：プリント、各種楽曲、ア
プリ「flat」
・一人１台端末の活用
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芸術 音楽Ⅰ 2
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【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

歌唱、器楽演奏、楽典、音楽史の分野における
基礎力を身に付ける

リズムと拍、メロディーとの関係を知覚し、それら
を感受しながら表現意図を持ってえんそうできるよ
にする。

MOUSA①（ムーサ）
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芸術

・リズムと拍、メロディーとの関係を知覚し、それらを感受しながら表現意図を持って演奏できるようにする。

・音楽という教科を通し、自主的に学習に取り組む力を養う。

音楽Ⅰ

知 思

○ ○ ○

【 知　識　及　び　技　能 】・歌唱、器楽演奏、楽典、音楽史の分野における基礎力を身につ行ける

【学びに向かう力、人間性等】

音楽という教科を通し、自主的に学習に取り組
む力を養う
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A 歌唱実技
【知識及び技能】
　発声の基礎知識を身につける
【思考力、判断力、表現力等】
　表現意図を持って演奏できるよう
にする
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に歌唱練習に取組む態度を養
う

・指導事項：発声と歌唱方法の基
礎知識と実践、
・教材：ドイツ歌曲、日本歌曲な
ど
・

〇

C 鑑賞
【知識及び技能】
　音楽の特徴と文化的・歴史的背景
との関わりを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　音楽の良さや美しさを自ら味わっ
て聴ける
【学びに向かう力、人間性等】
　音楽の特徴と他の芸術との関わり
に関心を持つ。

・指導事項：ミュージカルの鑑賞
・教材：「オペラ座」の怪人
・プリント

〇

C　グループ創作活動
【知識及び技能】
　曲想に合ったリズムを創作し、表
現する技術を養う
【思考力、判断力、表現力等】
　楽曲に合わせどのように演奏する
か表現意図を持ち演奏できるように
する
【学びに向かう力、人間性等】
演奏方法や他者との調和を意識し
て、主体的協働的に学習活動に取り
組める。

〇

・指導事項：音楽に合わせて
「カップス」の動作を創作し、グ
ループで発表させる
・教材：プリント、各種楽曲、

合
計
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